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並べて書を展示した（図 1, 2, 3, 4）。
抽象画家たちとの交流のきっかけの一つとしてα部の活動が上げられる。
















図 2 井上有一「骨」1959（昭 34）年
東京国立近代美術館蔵
125.5×133.0 墨・紙










































































































































































































































 森田子龍 1992, p. 7.
 吉原治良 1992, p. 97.
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 森田子龍 1992, p. 8及び『墨人四十年』1992, p. 143.
 森田子龍 1992, p. 9.
	 現代美術懇話会「書とモダン・アート」1953, p. 103.

 インタビュー「書と抽象絵画をめぐって」1992, p. 19.
 森田子龍は，「白隠と寂厳」の墨蹟を『墨美』に掲載する際，1951年に有田光甫
と共に山本発次郎のもとへ訪れ，その後も交流を続けていた。
 山本発次郎「書道私論」1937, p. 404.
 内村嘉秀 2000.
 松井覺進 1992, p. 10.
 石川九楊 1999, p. 244.
 たとえば，『近代日本の書──現代書の源流をたずねて──』1984を参照。
 森田子龍 1992, p. 10.
 森田子龍 1992, p. 10.
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森田子龍「書・書いて考えて 60年」「森田子龍と『墨美』」1992, pp. 4−12.
山本発次郎「書道私論」『中央公論』vol. 594, 1937/5, pp. 403−413.
吉原治良「墨人に対する意見・批判・要望」①作品面について ②記事面について
③研究部のあり方について ④誌代について ⑤その他 以上の項目について回
答（65名中 33名回答内 16名の回答を掲載）『墨人四十年』1992, pp. 94−98.
図版出典
「森田子龍と『墨美』」（展覧会図録）兵庫県立近代美術館編，1992.
関連略年表
1940年 上田桑鳩，奎星会を結成
1948年 森田子龍『書の美』創刊
1950年 『書の美』にα部を新設
1951年 上田桑鳩，宇野雪村，森田子龍ら，書道芸術院を脱退
『墨美』創刊，α部を移設
1952年 墨人会結成
現代美術懇談会（通称ゲンビ）結成
『墨人』誌創刊
１１５墨 人
1953年 現代美術懇談会 2月例会にて「書とモダンアート」に関する討論がなされ
る
第一回ゲンビ展（神戸朝日会館）
1954年 第一回墨人展（以下毎年一回開催）
具体美術協会結成
第二回ゲンビ展（京都市美術館他）
第一回モダンアートフェア（大阪大丸）
1955年 日米抽象美術展（東京国立近代美術館：森田子龍・池田水城・井上有一・
上田桑鳩が出品）
第三回ゲンビ展（京都市美術館他）
1956年 第三回モダンアートフェア（心斎橋そごう）
第四回サンパウロ・ビエンナーレ（手島右卿・井上有一が出品）
1958年 抽象絵画の展開展（東京国立近代美術館）墨象部門（森田子龍・上田桑鳩
・岡部蒼風・辻 太らが出品）
1960年 中南米巡回現代日本絵画展（井上有一が出品）
1963年 現代日本の書（オーストラリア国立美術館：森田子龍・宇野雪村らが出品）
1965年 第九回毎日選抜美術展（京都大丸：森田子龍が出品）
第二回日本書道名家選抜展（森田子龍が出品）
1968年 東西美術交流展（ユネスコ：東京国立近代美術館：森田子龍・井上有一が
出品）
1972年 吉原治良逝去・具体美術協会解散
1973年 中村木子逝去
1976年 江口草玄，墨人会会員を辞す
20世紀日本の書展（オッヘンバッハ：ドイツ：森田子龍・今岡徳夫が出
品）
1978年 森田子龍，墨人会会員を辞す
井島 勉逝去
1979年 井上有一，墨人会会員を辞す
1980年 久松真一逝去
関谷義道，墨人会会員を辞す
──大学院文学研究科研究員──
１１６ 墨 人
